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1431　　血清free　T4の間接的指標としてのfree　T、

index（FTパ）とT4／TBG比の比較
　。森川清志，今野則道，今　　寛，萩原康司†沖田
　芳夫ご北海道社会保険中央病院内科，＊向放射線科

　T4／TBGがFT，1との間に極めて高い相関関係を有
することは良く知られているo我々は先に，正常人で
は両者の相関が著しく低下することを報告した。今回

はeuthyroidismでこの両者のいずれがfreeT4濃度を
より反映するかを検討した。〔対象・方法〕freeT4

はAmerlex　kitを，　TBGはRi　agnost－TBGを用い
て測定した○正常人52名，euthyroid　sick（NTI）
23名，妊婦19名，治療中甲状腺機能異常16名，未治

療甲状腺能充進症（甲尤）26名，未治療甲状腺機能
低下症（甲低）24名，計160名を対象とした○〔結
果〕FT＋1とfreeT4との相関（rl），　T4／TBGとfree
T4の相関（r11）は下記の通りであるo

　正常人　NTI　妊婦　治療中　甲　充　甲　低　全　例
r1　0．755　　0．？72　　0．471　　0943　　0．836　　0．639　　0，960

r11　0．595　　0．569　　0．365　　0．797　　0．867　　0．595　　0．941

〔考察及び結論〕本キットにてfree　T4を測定した場

合，血中T4濃度が明らかに異常な場合はT4／TBG，
FT41のいずれも同程度にfree　T4と相関する。これ
に対し，種々のeuthyroidismではFT41の方がT4／rBG
にくらべ，free　T4との間に良好な相関関係が有った。

従って血中T4濃度が正常範囲に近い場合は，　FT41の

方がfree　T4の間接的指標として有用であろう。

1432　　RIAにょる血中遊離サイロキシン濃度測定

の有用性に関する検討　一TBG異常症について一

　　小西淳二，高坂唯子，御前　隆，飯田泰啓，

　　遠藤啓吾，鳥塚莞爾（京大・放核）

　RIAによる血中遊離サイロキシン濃度測定の臨床的

有用性を明らかにするため，TBG異常症における測

定成績を検討するとともに，若干の基礎的検討を加え

た。用いたキットはImmophase（1）．　GammaCoat（G），

LiquiSol（L），　Amerlex（A）の4種である。これらのキ

ットによる健常者の値は，それぞれ1．90±0．19（SD）．

1．50±0．29，L61＋－0．21，1．55±0．38ng／100mlで

あり，平衡透析法による値との相関係数も0．93以上と

良好であった。

　TBG減少症では1．G，およびL法で正常低値域ない

し低値であったのに対し，A法では正常高値域であっ

た。一方，妊婦ではG法で正常，L法では正常高値域

であったのに対し，1およびA法では正常低値域ない

し低値を示した。このような値の相違は抗T4抗体が加

わることによる平衡状態の移動などに起因するものと

考えられたので，試料血清量およびインキュベィション

の条件を変えて比較検討した。その結果血清量の増加，

インキュベイション時間の短縮により，これら測定値が

ある程度近似してくることが認められた。

1433　　血清遊離サイロキシン（FT4）測定用各種

RIAキノトの比較　一血清TBG異常患者における臨
床的意義の検討一

　　浅津正子、関田則昭、佐々木康人、星賢二、

　　千田麗子、小野寺よう子、染谷一彦

　　（聖マリアンナ医大、三内）

　近年、血清FT4測定用各種RIAキットが供給され、

特にTBGが異常を示す病態における臨床応用が注目さ

れている。われわれは、TBGが異常値を示す甲状腺疾

患および非甲状腺疾患のFT4を各種RIAキットを用い

て測定し、その臨床的意義を検討した。

　FT4の測定にはCorning（C）、　Damon（D）、Gamma　Coat

（G）、Amerlex（A）RIAキットを用いた。同時にCorning

ラジオアッセイキットを用いて全サイロキシン（TT4）

とTBGを測定したo

　対象は正常対照89検体、TBG　15．2μg／m　1以下の甲状

腺疾患（TD）81、非甲状腺疾患（NTD）37、　TBG　27．4以上の

TD　28、　NTD　30を含む265検体である。

　TBG異常の甲状腺機能充進症、機能低下症はどのキッ

トを用いてもFT4値は明らかに異常高値または低値を

示した。非甲状腺疾患でFT4が正常値を示したのはTBG

高値群の22－83％、TBG低値群の19－57％で、　TT4のそ

れぞれ51－63％、0－19％に比し高率とはいえ、FT4値の

みで、甲状腺機能を判定するのは困難であった。

1434　　　甲状腺機能異常症の治療時における血中F－

T4値の変動

　　伴　良雄、沖　卓史、長谷川真、粟屋保男、木村

　　肇、井上　健、児島孝典、飯野史郎（昭人藤が丘、

　　内分泌代謝）

　1311治療後の・ミセドゥ病患者及びL－T4補充療法中

の甲状腺機能低下症患の血中F－T4値について検討した。

　正常者の血中F－T4値はO．8－2．3ng／tde（GammaC（・

at）に分布した。

　1311治療後、血中T4、T3が正常域にあり、血中

TSHが5μU／ml以下（平均2．6）の18例のF－T4値は

1．2ng／de、　TSH5－20μU／’ml（平均8．8）の9例のそ

れは1．O　ng／’d9、TSH20μU／in1以上（平均5L3）の2

例のそれはO．・8ng／’deであった。　T　4、T3値が正常域に

ある場合、TSHの増加と共に、　F－T4値は減少したが、

正常域にあった。

　L－T4投与により血中T4、T3、TSHが長期にわた

って正常域にある患者における平均F－T4値は一日50

μg投与の場合は1．lng／’de、一日100μg投与の場合

には1．3ng／rde、一日150μg投与の場合には1．5ng／

deを示し、50μg増量毎に0．2ng／tdeの増加が認められた。

　血中F－T4値は1311治療またはL－T4投与後の患者

においてもよく代謝状態を反映し、有用な指標となるも

のと考えられた。
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